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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第２四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 2,237 △33.3 △171 ― △129 ― △140 ―

22年３月期第２四半期 3,352 ― 169 ― 228 ― 132 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 △9 76 ―

22年３月期第２四半期 9 19 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 7,382 2,414 32.7 167 23

22年３月期 6,670 2,689 40.3 186 29

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 2,414百万円 22年３月期 2,689百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― ― ― 4 00 4 00

23年３月期  ―   ―

23年３月期(予想) ― 4 00 4 00

3. 平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,354 △14.4 30 △86.0 118 △59.7 106 △68.0 7 34

KF14
FASFマーク



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）P.3「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 14,520,000株 22年３月期 14,520,000株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 82,880株 22年３月期 81,791株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 14,437,558株 22年３月期２Ｑ 14,440,987株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期累計期間における我が国の経済は、企業収益や企業の業況感が改善するとともに設備

投資や個人消費に持ち直しの傾向が見られるなど、緩やかな回復基調となりました。しかしながら、

景気回復は自律性に乏しく、今後の先行き不透明な状況のまま推移しました。 

このような市場環境のもと、当社の第２四半期累計期間については、受注は古紙圧縮梱包機、たば

こ関連設備機器を中心に回復してきているものの、大型プロジェクトの大幅な売上減少と包装機械等

の売上が一部次期に繰り越したことにより、売上高は22億３千７百万円と、前年同四半期累計期間に

比べ11億１千４百万円の減少（前年同四半期累計期間比33.3％減）となりました。 

一方利益面では、コスト低減や経費削減の効果はあったものの、売上高の減少から売上総利益が減

少し、営業損益は、前年同四半期累計期間に比べ３億４千１百万円減少し１億７千１百万円の損失と

なりました。経常損益は、前年同四半期累計期間に比べ３億５千７百万円減少し１億２千９百万円の

損失となり、四半期純損益は、前年同四半期累計期間に比べ２億７千３百万円減少し１億４千万円の

損失となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

包装機械部門におきましては、売上高は17億１千２百万円となり、営業損益は３千９百万円となり

ました。 

生産機械部門におきましては、売上高は５億２千５百万円となり、営業損益は６千４百万円となり

ました。 

また共通費は２億７千６百万円となり、営業損益は１億７千１百万円の損失となりました。 

海外売上高につきましては、大型プロジェクトの売上が大幅に減少するとともに、海外向けのたば

こ関連設備機器、包装機械の売上も減少したため、前年同四半期累計期間に比べ10億９千３百万円減

少し、３億９千３百万円（前年同四半期累計期間比73.5%減）となりました。 

  

（資産） 

流動資産は、前事業年度末に比べて31.3％増加し、32億６千９百万円となりました。これは、受取

手形及び売掛金が３億４千６百万円、仕掛品が３億３百万円それぞれ増加したことなどによります。

 固定資産は、前事業年度末に比べて1.6％減少し、41億１千２百万円となりました。これは、繰延

税金資産が５千２百万円増加したのに対し、投資有価証券が１億２千７百万円減少したことなどによ

ります。 

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べて10.7％増加し、73億８千２百万円となりました。 
  

（負債） 

流動負債は、前事業年度末に比べて39.2％増加し、29億２千１百万円となりました。これは、短期

借入金が５億５千７百万円、支払手形及び買掛金が３億１千万円それぞれ増加したことなどによりま

す。 

 固定負債は、前事業年度末に比べて8.7％増加し、20億４千５百万円となりました。これは、社債

が３千万円減少したのに対し、長期借入金が１億４千３百万円増加したことなどによります。 

 この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて24.8％増加し、49億６千７百万円となりました。 
  

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べて10.2％減少し、24億１千４万円となりました。これは利益剰

余金が１億９千８百万円、その他有価証券評価差額金が７千６百万円それぞれ減少したことなどによ

ります。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました平成23年３月期通期の業績予想に

変更はありません。 

  

  

 簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

② 棚卸資産の評価方法  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

① 税金費用の計算 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 これによる営業損失、経常損失、税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 700,996 595,085

受取手形及び売掛金 1,338,454 992,099

商品及び製品 230,830 182,039

仕掛品 835,996 532,522

原材料及び貯蔵品 8,833 9,319

繰延税金資産 140,061 140,061

その他 44,197 69,586

貸倒引当金 △29,865 △30,421

流動資産合計 3,269,504 2,490,292

固定資産

有形固定資産

建物 1,669,339 1,669,339

減価償却累計額 △1,258,668 △1,243,318

建物（純額） 410,670 426,021

構築物 227,794 227,794

減価償却累計額 △199,105 △197,248

構築物（純額） 28,688 30,546

機械及び装置 2,050,953 2,051,328

減価償却累計額 △1,873,486 △1,851,077

機械及び装置（純額） 177,467 200,250

車両運搬具 10,400 10,400

減価償却累計額 △9,914 △9,799

車両運搬具（純額） 486 601

工具、器具及び備品 299,472 297,675

減価償却累計額 △285,041 △281,304

工具、器具及び備品（純額） 14,431 16,370

土地 1,496,754 1,496,754

リース資産 57,558 57,558

減価償却累計額 △19,624 △13,678

リース資産（純額） 37,933 43,879

有形固定資産合計 2,166,432 2,214,424

無形固定資産 200,445 153,640

投資その他の資産

投資有価証券 704,525 832,321

関係会社株式 14,093 14,093

繰延税金資産 360,208 307,608

その他 667,364 658,646

貸倒引当金 △538 △514

投資その他の資産合計 1,745,654 1,812,155

固定資産合計 4,112,533 4,180,221

資産合計 7,382,037 6,670,513
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 942,300 631,471

短期借入金 1,257,877 700,206

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

1年内返済予定の長期借入金 73,200 33,200

リース債務 15,574 15,574

未払法人税等 10,800 16,600

前受金 243,130 88,638

賞与引当金 132,990 191,181

品質保証引当金 64,576 72,818

その他 121,382 288,712

流動負債合計 2,921,832 2,098,404

固定負債

社債 710,000 740,000

長期借入金 251,900 108,500

リース債務 34,202 41,956

退職給付引当金 874,493 865,471

環境対策引当金 7,156 －

その他 168,127 126,422

固定負債合計 2,045,880 1,882,350

負債合計 4,967,712 3,980,754

純資産の部

株主資本

資本金 954,000 954,000

資本剰余金 456,280 456,280

利益剰余金 918,819 1,117,487

自己株式 △15,977 △15,848

株主資本合計 2,313,123 2,511,920

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 101,201 177,839

評価・換算差額等合計 101,201 177,839

純資産合計 2,414,324 2,689,759

負債純資産合計 7,382,037 6,670,513
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 3,352,864 2,237,905

売上原価 2,457,854 1,672,899

売上総利益 895,009 565,005

販売費及び一般管理費 725,646 736,693

営業利益又は営業損失（△） 169,362 △171,687

営業外収益

受取利息 364 150

受取配当金 16,707 18,146

受取賃貸料 97,453 80,611

雑収入 14,181 8,378

営業外収益合計 128,706 107,286

営業外費用

支払利息 12,029 6,513

社債利息 － 7,942

投資有価証券評価損 1,630 9,822

貸倒引当金繰入額 13,956 16

不動産賃貸費用 36,058 34,996

雑支出 6,155 5,747

営業外費用合計 69,829 65,039

経常利益又は経常損失（△） 228,239 △129,440

特別利益

固定資産売却益 300 －

貸倒引当金戻入額 2,645 549

特別利益合計 2,945 549

特別損失

固定資産除却損 20 67

環境対策引当金繰入額 － 7,156

特別損失合計 20 7,223

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 231,164 △136,114

法人税等 98,421 4,800

四半期純利益又は四半期純損失（△） 132,743 △140,914
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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